
◆ 誤嚥性肺炎は口腔内細菌を減らすことと食べられる口腔の維持が重要です ◆

　皆さん、こんにちは　　！　　　　　いかがお過ごしですか？
津谷歯科医院、院長の津谷　良です。
　　   　  肺炎はウイルスや細菌といった微生物が肺へ侵入　・　増殖して炎症
を起こす疾患です。肺炎にはさまざまな種類があり、その中でも頻度
が高く全肺炎の40％を占めるのが肺炎球菌が原因の肺炎球菌性肺
炎です。　肺炎球菌ワクチンの接種を呼びかける政府の広告も流れて
いるので、ご存知の方も多いと思います。  その他にも原因となる微
生物によって、マイコプラズマ肺炎やレジオネラ肺炎などがありま
すが、高齢者に限ってみると全肺炎の70％以上は誤嚥性肺炎です。
誤嚥性肺炎の場合、原因菌は口腔内の細菌であるため、肺炎球菌ワク
チンでは充分な予防効果が期待できません　。　　　そこで今月は　『　歯科で
できる誤嚥性肺炎の予防法　　！　！　　』　　をお届けします。

■　　　歯科でできる予防法　　！　！

■　　　リスクへの対策が重要　　！

１.　口腔ケア　　・　・　・　毎日の歯磨きで
口腔内の細菌を減らすことが
できます。　　特に寝る前の歯磨き
は、睡眠中の不顕性誤嚥による
肺炎予防に効果的です。また歯
ブラシでは落とせない歯や入
れ歯に着いた歯石は、歯科衛生
士による特殊な器具を使った口
腔ケアできれいに落とすことができます。専門的口
腔ケアを定期的に受けた場合、肺炎を57％も減少し
たとする臨床結果があります。
２．　　免疫力の向上　・　・　・　　免疫力は栄養状態に大きく影
響を受けますので、必要十分な量の食事を摂れるよ
うにすることがポイントです。食事の摂取量が少な
い場合は、噛む機能や飲み込む機能に問題のあるこ
とが多く、まずはむし歯の治療や入れ歯の修理　・　新
製等、噛める状態にもっていくことが重要です。　そ
してお口の体操やマッサージ等の嚥下機能の改善
に取り組むことで、食事摂取量は改善できます。

前号でもご紹介したよう
に高齢者の誤嚥性肺炎は、
免疫力の低下した状態で、
細菌の増殖した食べかす
や唾液を誤嚥すると、発症
のリスクが高まります。　　
よってリスク因子に対する予防が必要となります。
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誤嚥性肺炎　には、食べ物　や飲み物、胃から逆流した内
容物が誤って肺に入った時に咳反射で排出できず発
症するタイプと睡眠中
に増殖した口腔内細菌
を気付かずに誤嚥する
ことによって発症する
タイプ　　があります。
要介護高齢者では後者
の不顕性誤嚥が特に多
く、　誤嚥の自覚がない
ため繰り返し発症しやすいという特徴があります。

■　　　睡眠中にも誤嚥　　・　　・　　・
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口腔ケア新聞の発行にあたって
　　　　　　ここ数年、外来患者さんやそのご家族から訪問診療のお問
い合わせやご依頼を受けるケースがとても増えてきました。
小さなご病気されてしまったことがキッカケで、寝たきりに
なってしまわれたりして。「いつもお元気でいいですね」って
話をしていたのに・・・。そんなことが続いたので、これは本格
的に訪問診療に取り組まなければいけないかなって、強く思
うようになりました。
　　　　　　そこで取り組みの一環として、要介護者の歯と口に
関する情報を地域の介護に携わっている方にお届けし
ようと考え、口腔ケア新聞を毎月１回発行しています。
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